
● 2014年度オペレーティングシステム問題 類似問題　● 100点満点　●持ち込み無し　● 2枚目の解答用紙のみ記名して提出。
(注)以下の問題で，同じアルファベットの空欄は同じ内容である (例えば m と m の内容は必ず同じ)。しかし，アルファベットの異な
る空欄は，同じ内容かもしれないし，異なる内容かもしれない (例えば m と n は同じ内容かもしれないし，異なる内容かもしれな

い)。この問題はあくまで類似問題です。末尾の注意書きをよく読んで下さい。

1. 計 4問：(各 5点計 20点)

次のオペレーティングシステムに関する文において，空欄 a～d に入れる語として適

切な語句・文章をそれぞれ回答欄 a～d に書け。

　 CPUがプログラムを実行しているときに，入出力装置の制御 LSI(以

下，制御 LSIと略す)などから入出力に関する通知を受けるには a

という仕組みを使う。 a には番号が有り，制御 LSI は自分が担当

する入出力の種類によってこの a 番号を選んで使用する（例：キー

ボードから入力は 10番，ネットワークからの入力は 20番）。

　

　制御 LSI が CPU に電気的な a 信号を送ると， a が発生す

る。 a が発生すると，CPUはその時点で実行中だったプログラムを

一時中断し，メモリの最初の部分にある b を調べる。 b は配列

(表)になっており， a 番号ごとに対応する処理ルーチン (「 a

処理ルーチン」「 a ハンドラ」などと呼ばれる) のメモリアドレス

が格納されている。CPUは発生した a の番号に対応する「 a

処理ルーチン」を実行する。一般には，CPUは「 a 処理ルーチン」

の中で制御 LSI をコントロールして入出力処理を行うことになる (例：

キーボードから入力された文字をメモリの特定の場所に読み込む，ネッ

トワークからデータを受信してメモリの特定の位置に読み込む)。事前に

「 a 処理ルーチン」をメモリ上に読み込んだり，「 a 処理ルーチ

ン」のメモリアドレスを b へ登録したりするのはOSの仕事である。

このように， a は，ソフトウェアがハードウェアと通信を行う上で

不可欠な仕組みとなっている。

　

　 a にはこのようにハードウェアが電気信号を CPUに送って起こ

す c の他に，CPU が a 命令で自主的に起こす d がある。

後者は，オペレーティングシステムが用意したシステムコールをプログ

ラム内から呼び出すときなどに使われる。

　

　なお， a とほぼ同じ仕組みだが，おもにエラーが起こった場合に

発生する機構として例外がある。

　
2. 計 5問：(各 4点計 20点)

次の仮想記憶に関する文において，空欄 e～i に入れる語として適切な語句・文章を

それぞれ回答欄 e～i に書け。

　下図のような，32 ビット仮想メモリシステムがある。このと

き，マッピングテーブルは下図下段のようになっている。仮想メ

モリ空間は e メガ個のブロックから構成され，各ブロックの

大きさは f バイトである。この仮想メモリアドレスは，実際

には g 上の h ブロックの先頭から i バイト目のバ

イトのアドレスを表している。

ブロック番号

仮想メモリ
アドレス

ブロックの先頭
からの位置

20ビット

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1

12ビット

マッピンッグ
テーブル

ブロック番号

実メモリ上にあるなら1
ディスク上にあるなら0

実アドレスまたは
ディスクアドレス

※小文字は実メモリ上のブロックのアドレスを表し，大文字はハードディスク内の
　ブロックの位置を表す，)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

B a A d f C E D c G e

0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1

　3. 計 2問：(各 10点計 20点)

下図上段のようにプログラムに与えられた実メモリを 3ページとする仮想記憶システ

ムにおいて，大きさ 5ページのプログラムが実行されたとき，ページアウトは何回発

生するか。なお，プログラム実行時のページの読み込み順序は，

0, 1, 2, 3, 4, 0, 2, 4, 3, 0, 4

とする。また，ページが 1回も使用されていないときは，ページ番号の若いページか

ら利用するとする。LRU方式 (「最後に使用されてから経過時間の最も長いページを

ページアウトする」方式) の場合に起こるページアウトの回数を回答欄 j に，FIFO

方式 (「最初にページインしたページをページアウト」する方式)の場合に起こるペー

ジアウトの回数を回答欄 k に書け。なお，下図下段の表は，答えを導くための補助と

して使用して良い。

0ページ

1ページ

2ページ

0ページ

実メモリ プログラム

1ページ

2ページ

3ページ

4ページ

実
メ
モ
リ

0ページ

1ページ

2ページ

ページイン

0

0

1

1

2

0 1 2

2

3 4 0 2 4 3 0 4

ページアウト

プログラム参照ページ

4. 計 10問：(各 2点計 20点)

次の記述において，空欄 l～u に入れる語として適切な語句を回答欄 l～u に書け。

　資源を管理するデータ構造として代表的なものは， l や m がある。

l は各要素への平均的なアクセスは遅いが，あらかじめ管理する資源の上

限数を確定できない場合やエントリの挿入削除が頻繁である場合でも著しい処理

の遅れは起こらない。

　一方， m はエントリへ高速なランダムアクセスが可能であるが，あらか

じめ管理する資源の上限数を確定できない場合には使用が難しく，エントリの挿

入削除が頻繁である場合にも向かない。

　命令実行部分 (俗にコアと呼ばれる) が一個しか無い CPU を一個のみ持つコ

ンピュータであっても，同時に複数のプログラム (プロセス) を動作させること

ができる。これは，実際には複数のプロセスを非常に短い時間で切り替えながら

実行しているためで，見かけ上同時に複数のプロセスが実行されているようにな

るわけである。実際に CPUによって実行されているプロセスは「 n 状態に

ある」と言う。 n 状態に移る準備が出来ている状態のプロセスを「 o

状態にある」と言う。

　 n 状態のプロセスが入出力機器からのデータ入出力を行おうとすると，た

いていの場合は (CPU にとってみれば) 非常に長い時間待たされることになる。

そのため，待たされずにデータ入出力を行えない場合は，OSは CPUの実行時

間を無駄にしないようにそのプロセスの実行を中断し，実際に入出力が可能にな

るまでプロセスの状態を n 状態から p 状態に移す。 q (アルファ

ベット三文字)から当該の入出力機器が実際にデータ入出力が可能になったこと

を r を通じて知らされた OSは， p 状態にあるプロセスを s 状態

に戻す。このプロセスが実際にデータの入出力行えるのは，再び t 状態に

なったときである。

　 l と m を組み合わせたデータ構造が， o 状態のプロセス群から

次に n 状態にすべきプロセスを選択するために用いられることがある。こ

のとき，同じ優先度のプロセスは同じ l にまとめられ，プロセスの優先度

ごとに u の要素に繋がれる。

　

　

　

5. 計 1問：(10点)

教科書 3章 (p59-p81)までの内容で必ず１問でます。「表 (配列)」と「キュー (リス

ト)」，「ビットマップ管理法」と「リスト管理法」，「内部断片化」と「外部断片化」の

特徴及び違いについてよく理解しておきましょう。　

　

6. 計 1問：(10点)

教科書 4.1 節 (p84-p114) までの内容で必ず１問でます。特に，教科書 93 ページの

図 4.1.2 で説明されている内容を把握しておくことが重要です。プロセスの各状態

と，状態間の遷移を起こさせる原因，「プロセス優先度」「タイムスライス機能」「プ

リエンプション」などの重要な用語の意味をしっかり理解しておきましょう。　

　

■注意■これはあくまで類似問題です。本試験では，内容はまったく同じものが出る

わけではありませんし，穴埋めでは無く論述形式での解答になるかもしれません。ま

た，この類似問題に出てない内容であっても試験範囲内の内容なら出題される可能性

があります。
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